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「水郷ひた」川の調査隊による　川の健康診断
　毎年７月～９月にかけて『「水郷ひた」川の調査隊』
を募集し、「水生生物調査」を行っています。今年度は
５地点の調査を実施しました。
　この調査は、水生生物の生育状況によって河川の水質
状況を判定するもので、川の水質を示すとされる「指標
生物」の種類と個体数を調べて評価します。

　また、同時に水質を簡易的に調査する
ため、チューブに入った試薬を溶かし色
の変化で判定する「パックテスト」によ
る調査も行いました。
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■ｐＨ (基準値：6.5以上8.5以下）　　  ：水の酸性・中性・アルカリ性を示す。
■りん酸態りん（基準値：0.1㎎/L以下）：生活排水の流入や、肥料が流れ込むことで増え、富栄養化の要因となる。
■亜硝酸態窒素（基準値：1.0㎎/L以下）：肥料、腐敗した動植物、生活排水、下水などの混入により増える。
※（　）内は参考値です、パックテストはあくまで簡易的な検査です。
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問環境課水・環境係☎㉒８３５７（市役所２階）

・カワゲラ類
・ヒラタカゲロウ類
・サワガニ
・ヨコエビ類
            等

・ヒラタドロムシ類
・ゲンジボタル
・ヤマトシジミ
・カワニナ類
　　　　等

・アメリカザリガニ
・チョウバエ類
・サカマキガイ
・ユスリカ類
　　　　等
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川の水の汚れの目安となるもので、値が大きくなるほ
ど汚れていることを示します。

※75％値とは、年12回検査した結果を、数値が小さい順に並
べ替えたときの９番目の値のことで、平均的な値とされて
います。（平成27年度は年４回検査をしたため、小さい順
に並べたときの３番目の値を指します）

生活排水や、工場排水、畜産の排水等の影響で増加し
ます。値が高いと、藻類の異常繁殖など水質悪化の原
因となります。

【ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量）】参考値：２㎎／Ｌ以下

大腸菌及び大腸菌と性質が似ている細菌の数のことを
指します。動物の糞便由来のもの以外にも、土壌や植
物など自然界に由来するものも多くあります。

※MPNとは、大腸菌を培養し、その数を確率的に算出した数
値のことです。
※幾何平均とは、大腸菌群数のような細菌指標の集計におい
て、実測値のばらつきを考慮した平均的な値のことです。

【大腸菌群数】　参考値：1,000ＭＰＮ／100mL以下

【全窒素】　参考値：１.０㎎／Ｌ以下

生活排水や工場排水等の混入によって増加します。全
窒素と同様に、藻類の異常繁殖など水質の悪化の原因
となります。

【全りん】　参考値：０.１㎎／Ｌ以下

河川の水質調査の経年変化【三隈川（三隈大橋）】
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ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）とは
　配偶者やパートナーなど、親しい関係にある人から
振るわれる暴力を意味します。その被害は身体だけで
なく、心にも大きな影響を及ぼします。

身体を傷つける
　殴る、蹴る、物を投げつける、髪を引っ張る、引き
ずり回すなど
心を傷つける
　大声で怒鳴る、相手の言動を細かくチェックする、
無視する、生活費を渡さない、殴るそぶりをして脅
すなど
性的に傷つける
　見たくないのにポルノ雑誌を見せる、中絶を強要す
る、避妊に協力しないなど

ＤＶで悩んでいませんか？
11月12日から25日までは「女性に対する暴力をなくす運動」期間です

　暴力を受けることは、女性にとって「我慢すること」でも「恥ずかしいこと」でもありません。
　下記の相談所にご相談ください。また、ＤＶで困っている人が周りにいたら紹介してください。
　相談は無料で、秘密は厳守されます。

ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）　
配偶者暴力相談支援センター
婦人相談所
　（平日）午前９時～午後９時
　（土・日曜日、祝日）
　　午後１時～５時、午後６時～９時
　　☎０９７‐５４４‐３９００
アイネス（女性総合相談）
　女性の悩みや問題に対する助言・情報提供
　（平日）午前９時～午後４時30分　※祝日を除く。
　　☎０９７‐５３４‐８８７４

ＤＶ、ストーカーなど　
警察安全相談
大分県警察本部広報課
　（平日）午前９時～午後５時45分
　　☎０９７‐５３４‐９１１０
　　☎０９７‐５３７‐４１０７
日田警察署生活安全課
　（平日）午前９時～午後５時45分
　　☎㉓２１３１

職場でのセクハラ・性別による差別的扱い　
大分労働局雇用均等室
　（平日）午前８時30分～午後５時15分
　　☎０９７‐５３２‐４０２５

女性の人権問題全般　
女性の人権ホットライン
大分地方法務局
　（平日）午前８時30分～午後５時15分
　　☎０５７０‐０７０‐８１０
【強化期間】11月14日㈪～20日㈰
（11月14日～18日）午前８時30分～午後７時
（11月19日・20日）午前10時～午後５時

男性の人権問題全般　
アイネス（男性相談員が応じます）
　（平日）午前９時～午後４時30分
　　※祝日、年末年始を除く。
　　☎０９７‐５３４‐８６１４

問まちづくり推進課市民協働・男女共同参画推進係☎㉒７５１５（市役所６階）

知っていますか？
パープルリボン運動
　パープルリボン運動は、1994年に
アメリカで始まった女性に対する暴
力根絶の運動です。今では国際的な
広がりを見せ、40か国以上でパープ
ルリボンをシンボルとする運動が展
開されています。
　このリボンには「あなたはひとり
ではないよ」というメッセージが込
められています。
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　国民健康保険・後期高齢者医療制度の各種サービス

　国民健康保険制度や後期高齢者医療制度では、加入者が病院にかかった
ときの医療費を負担するほか、いろいろな給付サービスがあります。
　これらのサービスを受けるためには、世帯主や病院にかかった人からの
申請が必要です。該当する場合には、早めに手続きを行ってください。

申請に必要なもの

■国民健康保険制度の場合　保険証・印鑑・世帯主名
義の通帳・その他の指定する書類
■後期高齢者医療制度の場合　保険証・印鑑・本人名
義の通帳・その他の指定する書類

※医療機関等への支払い、出生、死亡の翌日から２年を過ぎ
ると、申請及び請求ができませんのでご注意ください。
（インフルエンザ予防接種助成金の申請は接種した翌年度
４月末までの受付です）

交通事故などにあったときは

　交通事故で相手がいる場合や、飼い主のいるペット
にかまれてけがや病気をした場合は、患者が負担する
額（窓口負担額）以外の費用は、事故の相手方やペッ
トの飼い主が負担することになっています。
・届出に必要なもの
　第三者行為による傷病届・事故証明書・印鑑・その
他の指定する書類

※届出に必要な書類は健康保険課に備え付けています。

高額療養費の支給
１か月に支払った医療費の自己負担額が高額になった
場合、申請して認められると、自己負担限度額を超え
た金額が高額療養費として支給されます。
※国民健康保険や後期高齢者医療制度の加入者の年齢等によ
って、限度額や計算方法等が異なります。

はり、灸、マッサージの施術料
市の指定した施術所で、はり、灸等の治療を受けた場
合には、施術料の一部（１日１回900円、月５回が限
度）を補助します。なお、加入者は補助額を差し引い
た額を施術所で負担することになります。
※指定施術所は健康保険課までお問い合わせください。

入院時食事負担額の差額支給
市民税非課税世帯の人が、入院時に１食あたり360円
（定額）の食事代を負担した場合は、申請によって基
準額との差額の払戻しを受けることができます。

コルセット等の治療用装具代
医師が必要と認めた治療用装具の代金は、全額を支払
った後で自己負担額を超えた金額の払戻しを受けるこ
とができます。

出産育児一時金
国民健康保険加入者が妊娠12週以上で出産（死産・流
産を含む）した場合は、出産一時金が支給されます。

葬祭費
国民健康保険加入者や後期高齢者が亡くなったとき
は、喪主に葬祭費が支給されます。

インフルエンザ予防接種
国民健康保険被保険者（65歳未満）が、インフルエン
ザ予防接種に係る費用を医療機関に支払った場合、
1,000円（１人１年に１回まで）を助成します。
※接種期間は10月から翌年１月末までです。
※申請の受付は翌年度４月末までとなります。

一部負担金の減免・徴収猶予
震災、風水害、火災等の災害によって死亡又は資産に重
大な損害を受けたときや、事業又は業務の休廃止、失業
等によって収入が著しく減少したときは、本人からの申
請で医療機関の窓口で支払う一部負担金の減免を受ける
ことができます。（収入額には基準があります）

問健康保険課国保・年金係☎㉒８２７１（市役所１階）
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●「日本の伝統美と技の世界」

　ユネスコ無形文化遺産に登録された「手すき和紙」や「輪島塗」など、全国14
の重要無形文化財保持団体の作品を展示。また、期間中、技術保存会による製作
実演を開催します。

▼とき　　11月10日㈭～23日㈷
　　　　　午前９時～午後５時（入館は午後４時30分まで）
　　　　　10日は午後３時45分テープカット、午後４時開場

▼ところ　日田市複合文化施設（アオーゼ）２階　美術ギャラリー

▼入場料　無料

▼製作実演
　11月10日㈭・23日㈷　小鹿田焼技術保存会
　11月12日㈯～13日㈰　伊勢型紙技術保存会
　11月19日㈯～20日㈰　色鍋島今右衛門技術保存会

第24回重要無形文化財保持団体秀作展

問文化財保護課文化財管理係☎㉔７１７１（市役所別館２階）

●第70回日田市文教祭　－11月開催行事－

「第52回大分県美術展（写真）巡回展」

▼とき　　11月18日㈮～23日㈷
　午前９時30分～午後５時
※最終日は午後3時まで。

▼ところ　パトリア日田　スタジオ１

▼入場料　無料

「第52回大分県美術展（日・洋・彫・工）巡回展」　　
　

▼とき　　11月28日㈪～12月４日㈰
　午前10時～午後５時
※最終日は午後３時まで。

▼ところ　パトリア日田　ギャラリー

▼入場料　無料

問社会教育課文化振興係☎㉒６８６８（アオーゼ内）

文化団体行事
「日田映像祭」

▼とき　　11月12日㈯
　正午開場　午後１時開演

▼ところ　パトリア日田　小ホール

▼入場料　無料

「秋の東洋蘭・おもと展」

▼とき　　11月25日㈮～27日㈰
　午前10時～午後５時
※最終日は午後４時まで。

▼ところ　パトリア日田　ギャラリー

▼入場料　無料

第22回舞台芸術祭「おどりの祭典」

▼とき　　11月27日㈰
　午前11時開場　正午開演

▼ところ　パトリア日田　大ホール

▼入場料　500円

特別行事
「第52回大分県美術展（書道）巡回展」

▼とき　　11月18日㈮～20日㈰
　午前９時～午後５時
※最終日は午後４時まで。

▼ところ　パトリア日田　ギャラリー

▼入場料　無料
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●「心の相談員」の募集
平成29年度　問題を抱える子ども等の自立支援事業

▼募集対象
　原則、認定臨床心理士、教育職員免許法に基づく教員
免許を有する人

※心理士、教員免許を有しない人も受け付けます。

▼募集数　若干名

▼任用期間（前期）
　平成29年４月４日㈫（予定）～９月30日㈯
　（任用期間後、更新の手続を行い平成29年10月１日㈰
～平成30年３月26日㈪が後期任用期間となります）

▼勤務場所
　日田市内中学校（勤務校は面接後決定）

▼勤務時間
　１日６時間前後
　（ただし、年間1,015時間、週29時間程度で、学校の
状況に応じた運用を行うため、勤務の形態については
派遣校によって異なります）　

▼賃金
　１時間1,250円
　（通勤手当は日田市の臨時職員及び非常勤嘱託職員の
通勤手当に準じて支給されます）

▼申込方法
　履歴書（写真貼付）及び教員免許の写し（所有する
人）を教育センター（市役所別館１階）に持参

▼申込期限　12月９日㈮
※申込受付後、平成29年１月～２月に面接を実施し、３月末ま
でに結果を連絡します。
※詳細は、下記にお問い合わせください。

　学校に行きたくても行けない不登校児童生徒が学校復帰するための支援を、校長や不登校対策担当者の指導の下、不
登校児童生徒宅を訪問し、児童生徒や保護者と面談の上、登校支援を行ったり、教室に入れない別室登校生の学級復帰
支援を行う「心の相談員」を募集します。現在６人が心の相談員として働いています。

問教育センター☎㉒１０１９（市役所別館１階）

問学校教育課指導係☎㉒８３２６（市役所別館２階）

●補助職員募集
　発達障がい等で特別な支援を必要とする小・中学生に対し、校長や担任の指導
の下、学習活動上のサポートや日常生活の補助等を行う補助職員を募集します。

▼募集対象
　原則、教育職員免許法に基づく教員免許を有する人
※教員免許を有しない人も受け付けます。

▼募集数　若干名

▼任用期間（前期）
　平成29年４月７日㈮（予定）～９月30日㈯
　（任用期間後、更新の手続を行い平成29年10月１日㈰
～平成30年３月26日㈪が後期任用期間となります）

▼勤務場所
　日田市内小・中学校（勤務校は面接後決定）

▼勤務時間
　１日６時間前後
　（ただし、年間1,020時間、週29時間程度で、学校の
状況に応じた運用を行うため、勤務の形態については
配置校によって異なります）

▼賃金
　１時間1,000円
　（通勤手当は日田市の臨時職員及び非常勤嘱託職員の
通勤手当に準じて支給されます）

▼申込方法
　履歴書（写真貼付）及び教員免許の写し（所有する
人）を学校教育課（市役所別館２階）に持参

▼申込期限　12月９日㈮
※申込受付後、平成29年１～２月に面接を実施し、３月末ま
でに結果を連絡します。
※詳細は、下記にお問い合わせください。

日田市特別支援教育活動サポート事業
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●平成29年４月１日㈯から多目的ホールが利用できます

▼受付日時
　12月１日㈭から　平日午前８時30分～午後５時
（土・日曜日、祝日を除く）
※使用日の４か月前の月初めから申請可能です。

▼受付場所
　複合文化施設（アオーゼ）１階　社会教育課

日田市複合文化施設（アオーゼ）

▼使用料

単位 使用料 冷暖房料

※常設電灯以外の電気を使用する場合は、１回につき420円
を定額に加算します。

※多目的ホールを連続して使用できる期間は、14日間です。

１時間につき 470円 300円

問社会教育課生涯学習推進係☎㉒６８６８（アオーゼ内）

※利用条件等詳細は、下記にお問い合わせください。

●日田玖珠広域消防組合有財産（土地）を売ります

▼物件名
　旧日田玖珠広域消防本部・日田消防署用地 

▼土地　日田市大字十二町字前田558番2
　登記地目　宅地
　面積　3204.58㎡

▼最低売買価格　１億8,907万220円

▼入札資格
・個人又は法人で市税等を完納している人
・成年被後見人又は被保佐人及び被補助人以外の人、破
産者でない人　等

▼入札方法　一般競争入札

▼入札受付期間・場所　
　12月19日㈪～27日㈫
　日田玖珠広域消防組合消防本部　総務課
　（日田市大字渡里111番地１）

▼現地説明会　
　12月６日㈫　午前10時～
　旧日田玖珠広域消防本部・日田消防署用地
　（日田市大字十二町558番２）

▼入札日
　平成29年１月20日㈮　午前10時～

▼入札会場
　日田玖珠広域消防組合消防本部　会議室
※入札には、入札保証金（入札金額の100分の５以上）が必要
です。
※詳細は、消防組合ホームページ（http://www.b-net.
　kcv.jp/~hita-fd/）をご覧ください。

問日田玖珠広域消防組合消防本部総務課☎㉔２２０４

●第１２回千年あかりボランティア大募集！
 天領日田の秋の夜を彩る「第12回千年あかり」を11月11日㈮～13日㈰に
開催します。
　「千年あかり」では、約３万本の竹灯籠を花月川を中心に飾りつけま
す。また、今年は咸宜園でも多くの竹灯篭を飾ります。
　点火作業や片づけ作業には多くの方々のお手伝いが必要ですのでボラ
ンティアの皆さまを募集します。
　集合場所は花月川河川敷北側です。
※詳細はお問い合わせください。

▼点火作業　　11月11日㈮～13日㈰　午後４時30分～　
　　　　　　　花月川河川敷及び咸宜園

▼片づけ作業　11月14日㈪　午前７時～　
　　　　　　　花月川河川敷 問日田まつり振興会事務局（観光課内）☎㉒８２１０（市役所３階）
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●にこにこスロージョギングⓇ教室を開催
子育て中の保護者を対象に

　子育て中の保護者は家事や育児が忙しく、自身の健康
管理は後回しになってしまいがちです。
　健康づくりのためには適度な運動と食事管理が大切で
す。肥満や生活習慣病予防のために家庭で気軽に取り組
める運動（スロージョギングⓇ）を学んでみませんか。

▼とき　
　12月１日㈭　午前10時～11時15分
　（受付時間　午前９時30分～10時）
※雨天決行。

▼ところ　中央児童館

▼講師
　栗山 緑氏（福岡大学スポーツ科学部）

▼募集数
　20人（児童を除く）
※応募多数の場合は先着順。

▼当日について
　ウォーキング、スロージョギングⓇについての説明、
体験（運動）を行います。

※動きやすい服装でお越しください。
※児童は保護者の近く（プレイルーム内）で過ごしていただき
ます。

▼申込方法
　下記に電話で申込み
※電子申請有り。

▼申込期限　11月25日㈮

Ⓡスロージョギングは一般社団法人日本スロージョギング協会
の登録商標です。

問健康保険課健康支援係☎㉔３０００（ウェルピア内）

●県営住宅の入居者を募集

問大分県住宅供給公社日田駐在所☎㉓２４８０

▼入居資格
　　次の全てに該当する人（既に公営住宅に入居してい
る人や、暴力団員の人は申込みできません）
①特に住宅に困っている人（持ち家のある人は申込みで
きません）
②市県民税の滞納がなく、これまでに市・県営住宅の明
渡し請求を受けたことがない人
③収入が基準額を超えない人
　シルバーハウジング、高齢者向けの入居資格
　上記の①～③に加えて、次のいずれかに該当する人
④単身の高齢者（60歳以上）又は高齢者のみの世帯、高
齢者夫婦（いずれかが60歳以上）のみの世帯
⑤単身の障がい者又は障がい者のみの世帯、障がい者と
その配偶者のみの世帯
⑥障がい者と高齢者（60歳以上）又は障がい者と高齢者
夫婦（いずれかが60歳以上）のみの世帯

※単身者で、身体上又は精神上著しい障がいがあるため、常時
介護を必要とする人で、在宅介護を受けることができない人
は申込みできません。

▼申込期間　
　11月２日㈬～９日㈬（土・日曜日、祝日を除く）
　午前９時15分～午後５時

▼申込方法
　大分県住宅供給公社日田駐在所（日田土木事務所内）
に備付けの申込用紙で申込み

▼公開抽選日・会場
　11月17日㈭　午前10時～
　大分県日田総合庁舎４階　東会議室

一般（３ＬＤＫ）
一般（３ＬＤＫ）
一般（３ＤＫ）
シルバーハウジング（２ＤＫ）
高齢（３ＬＤＫ）

１
１
１
１
１

桂林
桂林
朝日
朝日
高瀬

城内
城内
朝日ヶ丘
朝日ヶ丘
高瀬

地区 住宅名 摘要 ＥＶ空家戸数
○
×
○
○
×

※ＥＶ・・・エレベーター。
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「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

年
の
途
中
か
ら
国
民
年
金
に
加
入
し
た
場

合
な
ど
で
10
月
１
日
以
降
に
初
め
て
保
険

料
を
納
付
し
た
人
に
は
、
平
成
29
年
２
月

上
旬
に
同
様
の
証
明
書
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

確
定
申
告
等
の
手
続
き
の
際
に
こ
の
証

明
書
や
領
収
書
等
が
必
要
で
す
の
で
、
申

告
を
行
う
ま
で
、
大
切
に
保
管
し
て
く
だ

さ
い
。 

問
日
本
年
金
機
構
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
０
５
７
０
‐
０
５
８
‐
５
５
５

　

健
康
保
険
課
国
保
・
年
金
係

　

☎
㉒
６
１
７
４
（
市
役
所
１
階
）

応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
！

　

県
で
は
、
18
歳
未
満
の
子
供
の
い
る
家

庭
や
妊
娠
中
の
人
が
、
子
育
て
応
援
店
で

パ
ス
ポ
ー
ト
を
提
示
す
る
と
、
乳
幼
児
連

れ
の
外
出
支
援
や
割
引
と
い
っ
た
、
応
援

店
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
是
非
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
パ
ス
ポ
ー
ト
発
行
方
法

　

左
記
の
ア
ド
レ
ス
に
ア
ク
セ
ス
し
、
お

子
様
の
生
年
月
日
、
市
町
村
名
な
ど
を

登
録

・
パ
ソ
コ
ン
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　

http://w
w
w
.oita-kosodate.jp/

・
携
帯
電
話

http://w
w
w
.oita-kosodate.jp/m

/

問
大
分
県
福
祉
保
健
部
こ
ど
も
未
来
課

　

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
７
１
２

　

こ
ど
も
未
来
室
子
育
て
支
援
係

　

☎
㉒
8
3
1
7
（
市
役
所
１
階
）

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
職
場

で
の
セ
ク
シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
や
ス
ト

ー
カ
ー
な
ど
、
女
性
の
人
権
に
関
す
る
相

談
に
電
話
で
応
じ
ま
す
。

■
と
き　

11
月
14
日
㈪
〜
20
日
㈰

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
７
時

　

土
・
日
曜
日　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

■
電
話
番
号

　

０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

問
大
分
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

　

☎
０
９
７
‐
５
３
２
‐
３
３
６
８

か
ん
た
ん
ク
ッ
キ
ン
グ

　

惣
菜
や
缶
詰
を
使
っ
た
料
理
を
作
り
ま

す
。
料
理
未
経
験
の
人
、
忙
し
く
て
料
理

に
手
間
が
か
け
ら
れ
な
い
人
、
是
非
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

12
月
２
日
㈮ 

午
後
６
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

ウ
ェ
ル
ピ
ア　

栄
養
実
習
室

■
費
用　

一
人
３
０
０
円
（
当
日
徴
収
）

■
募
集
数　

15
人

※
左
記
に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限　

11
月
22
日
㈫

※
電
子
申
請
有
り
。

問
健
康
保
険
課
健
康
支
援
係

　

☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

第
41
回
日
田
市
消
費
生
活
展

　

「
食
品
ロ
ス
の
削
減
！
〜
「
も
っ
た
い

な
い
」
を
み
ん
な
の
合
言
葉
に
〜
」
を
テ

ー
マ
に
消
費
生
活
展
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
８
日
㈫
〜
10
日
㈭　

　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
１
階　

ロ
ビ
ー

■
内
容　

食
品
ロ
ス
に
関
す
る
展
示
、
エ

コ
レ
シ
ピ
の
展
示
、
消
費
者
団
体
の
活

動
、
手
作
り
石
け
ん
に
関
す
る
展
示
、
消

費
者
被
害
情
報
、
消
費
生
活
相
談　

等

※
来
場
者
に
は
粗
品
を
差
し
上
げ
ま
す
。
（
数

量
限
定
）

問
商
工
労
政
課
商
業
・
消
費
生
活
係

　

☎
㉒
８
２
３
９
（
市
役
所
３
階
）

お
き
あ
げ
人
形
特
別
展

■
と
き

　

11
月
12
日
㈯
〜
平
成
29
年
１
月
29
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

博
物
館
企
画
展
示
室
（
ア
オ

ー
ゼ
３
階
）

■
内
容　

明
治
〜
昭
和
初
期
ま
で
の
お
き

あ
げ
人
形
や
羽
子
板
及
び
そ
の
道
具
類

の
展
示

【
イ
ベ
ン
ト
】

「
お
き
あ
げ
人
形
づ
く
り
体
験
会
」

■
と
き　

11
月
18
日
㈮
・
12
月
９
日
㈮

　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

問
博
物
館
☎
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

日
田
天
領
ま
つ
り
と
千
年
あ
か
り
を
訪
ね
て

ひ
た
ひ
こ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

■
と
き　

11
月
12
日
㈯

　

受
付　

Ｊ
Ｒ
日
田
駅

　

ス
タ
ー
ト　

午
後
３
時
〜
６
時
ま
で

　

ゴ
ー
ル　
　

午
後
８
時
ま
で

■
コ
ー
ス

　

日
田
駅
↓
日
田
神
社
↓
月
隈
公
園
↓
花

月
川
↓
豆
田
町
↓
咸
宜
園
↓
日
田
駅

※
所
要
時
間
は
１
時
間
30
分
程
度
（
約
５
㎞
）

※
参
加
費
及
び
事
前
申
込
み
は
不
要
。

※
周
辺
に
は
駐
車
場
が
な
い
た
め
、
公
共
交
通

機
関
等
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
Ｊ
Ｒ
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
、
ひ
た
ひ
こ
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
ち
ょ
っ
ぴ

り
プ
レ
ゼ
ン
ト
（
数
量
限
定
）
）
の
ス
タ
ン

プ
ラ
リ
ー
対
象
で
す
。

問
Ｊ
Ｒ
日
田
駅
☎
㉓
２
５
２
８

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
ま
ち
づ
く
り
・
公
共
交

通
係
☎
㉒
８
３
５
６
（
市
役
所
６
階
）

募
集

イ
ベ
ン
ト

お
わ
び
と
訂
正

　

10
月
１
日
号
・
15
日
号
に
誤
り
が
あ
り

ま
し
た
の
で
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　

10
月
１
日
号　

24
ペ
ー
ジ　

通
し
番
号

　

誤
…
１
１
３
２　

正
…
１
１
４
０

　

10
月
15
日
号　

表
紙　

納
期
限

　

誤
…
市
県
民
税
第
３
期

　

正
…
固
定
資
産
税
第
３
期

問
政
策
企
画
課
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
係

　

☎
㉒
８
６
２
７
（
市
役
所
６
階
）

女庁
舎
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の

改
修
工
事
を
行
い
ま
す

　　

市
役
所
本
庁
舎
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
改
修

工
事
を
行
い
ま
す
。
日
中
は
１
基
ず
つ
工

事
を
行
い
、
２
基
は
使
用
可
能
で
す
。

　

ま
た
工
事
の
都
合
上
、
３
基
同
時
停
止

（
約
2
〜
3
時
間
）
を
工
事
期
間
中
の
午

後
6
時
以
降
に
5
日
間
行
い
ま
す
。

　

ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご

協
力
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
工
事
期
間

　

11
月
３
日
㈷
〜
12
月
26
日
㈪
（
予
定
）

問
財
政
課
公
有
財
産
管
理
係

　

☎
㉒
８
２
１
５
（
市
役
所
４
階
）

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　
　

時
間
外
窓
口
を
開
設

　

市
役
所
の
開
庁
時
間
に
都
合
の
つ
か
な

い
人
は
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

11
月
26
日
㈯
・
27
日
㈰

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
１
階　

市
民
課

※
詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
係

　

☎
㉒
８
２
０
４
（
市
役
所
１
階
）

平
成
28
年
度　

実
績
報
告

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」

　

宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し

て
、
宝
く
じ
の
受
託
事
業
収
入
を
財
源
と

し
て
実
施
し
て
い
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
を
受
け
て
、
京
町
自
治
会
が
災
害
時

に
無
線
機
で
屋
外
放
送
が
行
え
る
放
送
設

備
を
整
備
し
ま
し
た
。

※
宝
く
じ
の
収
益
金
は
こ
の
他
に
も
私
た
ち
の

身
近
に
あ
る
道
路
や
橋
、
社
会
福
祉
施
設
、

医
療
機
関
等
に
も
使
わ
れ
、
「
明
る
く
住
み
よ

い
ま
ち
づ
く
り
」
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
防
災
・
危
機
管
理
室

　

☎
㉒
８
３
６
３
（
市
役
所
４
階
）

畜
産
堆
肥
の

施
用
に
対
す
る
補
助
制
度

　

市
で
は
、
耕
種
農
家
と
畜
産
農
家
の
連

携
に
よ
る
循
環
型
の
農
業
を
推
進
す
る
た

め
、
集
落
営
農
組
織
や
地
域
の
団
体
等
で
市

内
で
生
産
さ
れ
た
畜
産
堆
肥
を
施
用
す
る
場

合
、
購
入
価
格
が
１
ト
ン
当
た
り
二
千
円
以

上
の
堆
肥
に
対
し
、
予
算
の
範
囲
内
で
１
ト

ン
当
た
り
千
円
を
補
助
し
ま
す
。

※
書
類
の
提
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
左

記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
農
業
振
興
課
内
水
面
・
畜
産
振
興
係　

☎
㉒
８
２
１
１
（
市
役
所
３
階
）

11
月
は
特
別
障
害
者
手
当
・

　

障
害
児
福
祉
手
当
の
支
給
月

 

８
月
か
ら
10
月
ま
で
の
特
別
障
害
者
手

当
・
障
害
児
福
祉
手
当
を
11
月
10
日
㈭
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※
次
の
よ
う
な
場
合
は
手
当
が
支
給
で
き
な
く

な
り
ま
す
の
で
、
社
会
福
祉
課
に
必
ず
届
け

出
て
く
だ
さ
い
。

・
受
給
者
が
死
亡
又
は
市
外
に
転
出
し
た

・
病
院
等
（
診
療
所
及
び
介
護
老
人
保
健
施
設
を

含
む
）
に
３
か
月
以
上
継
続
し
て
入
院
し
た

・
福
祉
施
設
（
介
護
老
人
福
祉
施
設
や
障
が
い

者
支
援
施
設
な
ど
）
に
入
所
し
た

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

■
と
き
・
と
こ
ろ

・
11
月
６
日
㈰

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
２
時

　

昭
和
学
園
高
等
学
校
（
学
園
祭
会
場
）

・
11
月
12
日
㈯
・
13
日
㈰

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

午
後
０
時
45
分
〜
４
時

　

総
合
庁
舎

　

（
Ｊ
Ａ
Ｊ
Ａ
フ
ェ
ス
タ
農
業
祭
会
場
）

※
３
日
以
内
に
薬
を
服
用
し
た
人
、
70
歳
以
上

の
人
は
献
血
で
き
ま
せ
ん
。
（
薬
に
よ
っ
て

は
献
血
可
能
な
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
薬
名

を
ス
タ
ッ
フ
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
）

※
献
血
カ
ー
ド
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
な
い
人
は
、
受
付
時
に
本
人

確
認
を
行
い
ま
す
の
で
、
免
許
証
、
保
険
証

な
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

※
一
般
献
血
（
４
０
０
ml
）
の
み
。

問
大
分
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７
‐
５
４
７
‐
１
１
５
４

　

日
田
市
献
血
推
進
協
議
会
（
健
康
保
険

　

課
保
健
医
療
係
内
）

　

☎
㉔
３
０
０
０
（
ウ
ェ
ル
ピ
ア
内
）

オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た

■
と
き

　

11
月
12
日
㈯　

午
後
２
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

若
宮
公
民
館

■
参
加
費　

１
０
０
円

※
お
茶
や
コ
ー
ヒ
ー
、
お
菓
子
を
食
べ
な
が

ら
、
認
知
症
に
関
す
る
情
報
や
知
識
を
共
有

し
、
悩
み
を
語
り
合
い
交
流
す
る
場
で
す
。

※
申
込
み
不
要
で
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

問
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
ひ
た
実
行
委
員
会
事

務
局
（
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
花
花
）

　

☎
㉖
３
５
０
１

　

長
寿
福
祉
課
長
寿
福
祉
係

　

☎
㉒
８
２
９
９
（
市
役
所
１
階
）

日
田
市
地
域
療
育
セ
ミ
ナ
ー
オ
ー
プ
ン
講
座

発
達
障
が
い
講
演
会

■
と
き　

11
月
26
日
㈯　

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時　

（
午
後
１
時
開
場
）

■
と
こ
ろ　

市
役
所
７
階　

大
会
議
室

■
演
題　

「
障
が
い
が
あ
っ
て
も
安
心
し

て
生
き
ら
れ
る
社
会
へ
」
〜
発
達
障
が

い
の
特
性
理
解
と
「
社
会
モ
デ
ル
」
〜

■
講
師　

大
分
県
立
看
護
科
学
大
学

　

平
野 

亙
准
教
授

■
参
加
費　

無
料

問
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

　

☎
㉒
８
２
９
０
（
市
役
所
１
階
）

国
民
年
金
加
入
の
皆
さ
ん
へ

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
を
送
付
し
て
い
ま
す

　

11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
、

お
知
ら
せ

健
康
・
福
祉

　　次回の広報ひた11月15日号は、11月15日㈫に発送します。Information 11．1 ※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページから申込みできます。 くらしの情報

※写真は昨年のもので、今年は様式に
　変更があります。
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タ
ウ
ン
情
報

２
０
１
６
水
郷
ひ
た

清
流
復
活
市
民
大
会

■
と
き　

11
月
15
日
㈫　

　

午
後
７
時
〜
（
約
１
時
間
）

■
と
こ
ろ　

パ
ト
リ
ア
日
田　

大
ホ
ー
ル

※
駐
車
場
は
、
パ
ト
リ
ア
日
田
専
用
駐
車
場
、
市

営
駅
北
第
２
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
水
・
環
境
係

　

☎
㉒
８
３
５
７
（
市
役
所
２
階
）

第
35
回
日
田
市

青
少
年
健
全
育
成
大
会

　

子
供
た
ち
の
健
全
な
成
長
を
願
い
、
日
田

市
青
少
年
健
全
育
成
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

小
・
中
・
高
校
生
、
育
友
会
の
意
見
・

実
践
発
表
、
支
部
実
践
発
表
、
特
別
講
演

を
行
い
ま
す
。
市
民
の
皆
様
の
多
数
の
ご

参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
19
日
㈯

　

午
前
10
時
〜
午
後
０
時
30
分

■
と
こ
ろ　

パ
ト
リ
ア
日
田　

小
ホ
ー
ル

【
特
別
講
演
】

■
講
師　

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
玄
海 

嶋
田 

聡
氏

問
社
会
教
育
課
生
涯
学
習
推
進
係

　

☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

第
36
回
中
津
江
村
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　

農
林
産
物
即
売
会
を
は
じ
め
、
歌
謡
シ

ョ
ー
、
福
引
抽
選
会
の
他
、
地
元
有
志
に

よ
る
バ
ザ
ー
出
店
も
あ
り
ま
す
。

■
と
き

　

11
月
20
日
㈰　

午
前
９
時
〜　

■
と
こ
ろ　

中
津
江
ホ
ー
ル

問
中
津
江
振
興
局
☎
54
３
１
１
１

秋
の
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

■
と
き　

11
月
23
日
㈷　

　

午
前
８
時
出
発
〜
正
午
帰
着

■
集
合
場
所　

市
役
所
北
側
駐
車
場

　

（
午
前
７
時
45
分
ま
で
に
集
合
）

■
と
こ
ろ　

田
来
原
公
園
、
大
山
ダ
ム
周
辺

■
参
加
費　

無
料

■
募
集
数　

25
人
（
先
着
順
）

※
水
筒
持
参
の
他
、
防
寒
着
を
着
用
の
こ
と
。

※
11
月
４
日
㈮
以
降
、
左
記
に
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

問
博
物
館

　

☎
㉒
５
３
９
４
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

咸
宜
園
開
塾
２
０
０
年
記
念
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

石
川
忠
久
氏
講
演
会

　

２
０
１
７
年
に
咸
宜
園
開
塾
２
０
０
年

を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
と

し
て
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き

　

12
月
５
日
㈪　

午
後
7
時
〜
８
時
45
分

■
と
こ
ろ　

市
役
所
7
階　

大
会
議
室

■
演
題　

「
明
治
期
の
咸
宜
園
関
係
の
漢

詩
人
た
ち
」

■
講
師　

二
松
學
舎
大
学
名
誉
教
授
・
全

日
本
漢
詩
連
盟
会
長
・
斯
文
会
理
事
長

　

石
川 

忠
久
氏

■
募
集
数　

1
5
０
人
（
要
申
込
み
、
先
着
順
）

※
住
所
、
氏
名
、
連
絡
先
を
記
入
の
上
、
左
記
に

郵
送
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
又
は
メ
ー
ル
で
申
込
み
。

※
電
子
申
請
有
り
。

■
申
込
期
限　

11
月
15
日
㈫　

必
着

問
〒
８
７
７
‐
０
０
１
２ 

　

淡
窓
２
丁
目
２
‐
18

　

咸
宜
園
教
育
研
究
セ
ン
タ
ー

　

☎　

㉒
０
２
６
８
（
水
曜
日
休
館
）

　
　

kangien@
city.hita.oita.jp

宝
く
じ
文
化
公
演　

創
作
歌
舞
伎
「
牛
若
丸
」

■
と
き　

平
成
29
年
２
月
２
日
㈭

　

午
後
７
時
開
演
（
午
後
６
時
30
分
開
場
）

■
と
こ
ろ　

パ
ト
リ
ア
日
田　

大
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

全
席
自
由
一
般
１
５
０
０
円

（
当
日
２
０
０
０
円
）

※

宝
く
じ
の
助
成
に
よ
っ
て
、
特
別
料
金
と
な

っ
て
い
ま
す
。

※

11
月
20
日
㈰
午
前
10
時
か
ら
パ
ト
リ
ア
日
田

窓
口
で
チ
ケ
ッ
ト
の
販
売
を
行
い
ま
す
。

問
パ
ト
リ
ア
日
田
☎
㉕
５
０
０
０

　

社
会
教
育
課
文
化
振
興
係

　

☎
㉒
６
８
６
８
（
ア
オ
ー
ゼ
内
）

第
２
回
な
か
べ
り
紅
葉
の
里
開
き

　

紅
葉
を
楽
し
み
、
山
里
の
秋
を
満
喫
し

ま
せ
ん
か
？

□
と
き
・
と
こ
ろ　

11
月
１
日
㈫
〜
30
日
㈬

　

天
瀬
町
馬
原
中
部
里
地
区

問
な
か
べ
り
花
の
里
づ
く
り
委
員
会

　

☎
57
９
３
０
７
（
髙
倉
）

第
51
回
あ
し
な
が
Ｐ
ウ
ォ
ー
ク
10　

ひ
た

　

10
㎞
歩
行
で
き
る
人
な
ら
誰
で
も
参
加

で
き
ま
す
。
（
車
椅
子
の
人
も
歓
迎
）

□
と
き
・
と
こ
ろ

　

11
月
13
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
１
時

　

（
午
前
９
時
か
ら
受
付
）

　

Ｊ
Ｒ
日
田
駅
前
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル

□
参
加
費　

大
人
５
０
０
円
、
中
学
・
高

校
生
３
０
０
円
、
小
学
生
以
下
１
０
０

円
（
傷
害
保
険
料
・
運
営
費
）

※

申
込
不
要
。
現
地
集
合
・
現
地
解
散
。

問
日
田
地
区
あ
し
な
が
Ｐ
ウ
ォ
ー
ク
10
実

行
委
員
会
（
昭
和
学
園
高
等
学
校
内
）

　

☎
㉓
８
７
３
７
（
五
島
）

日
田
い
ち

□
と
き
・
と
こ
ろ

　

11
月
13
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

パ
ト
リ
ア
日
田
前
中
央
公
園

□
参
加
費　

１
ブ
ー
ス
５
０
０
円
（
高
校

生
以
下
無
料
）
、
企
業
・
飲
食
ブ
ー
ス

１
０
０
０
円

※

申
込
用
紙
は
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
（
市
役
所

６
階
）
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

□
申
込
期
限　

11
月
９
日
㈬

問
日
田
プ
レ
イ
ス
（
西
岡
）

　

☎
０
９
０‐

８
８
３
３‐

２
３
１
９

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
・
ガ
レ
ー
ジ
セ
ー
ル

□
と
き
・
と
こ
ろ

　

11
月
13
日
㈰　

午
前
10
時
〜

　

は
た
の
歯
科
医
院
駐
車
場
（
豆
田
町
）

問
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
日
田
（
膳
所
）

　

☎
㉒
３
２
９
２

親
御
様
（
ご
本
人
含
む
）
の
た
め
の

婚
活
応
援
・
無
料
相
談

　

完
全
予
約
制
の
個
別
相
談
で
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ　

11
月
14
日
㈪

　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　

複
合
文
化
施
設
（
ア
オ
ー
ゼ
）

問
特
定
非
営
利
活
動
法
人
Ｈ
＆
Ｂ

※電子申請有り…市ホームページの電子申請のページから申込みできます。 くらしの情報

in
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こころちゃん

人権コラム　　心、豊かに

「咸く宜し」の気持ち 

　江戸時代、廣瀬淡窓師が開いた私塾「咸宜
園」。日田で生まれ育った人なら必ず耳にし
たことがある言葉でしょう。
　咸宜＝咸く宜し（ことごとくよろし）と
は、「すべてのことがよろしい」という意味
で、門下生一人ひとりの意思や個性を尊重す
る教育理念を表しています。
　私たちが生きる地球では、人種・国籍・言
語・宗教・年齢・性別などの「違い」を持って
人々は暮らしています。その違いのひとつであ
る「性別」は、単純に男・女で分けられるもの
ではない―。ということについて、昨今では多
くの人に認識と理解が浸透してきたようです。
　人の性には、「心の性」と「身体の性」、そ
して、「恋愛対象の性」があります。心と身体
の性が必ずしも一致するとは限らず、恋愛の対
象も「異性」「同性」「両性」に分かれます。
　その中で、多くの人は「心の性」と「身体の
性」が一致し、恋愛の対象が「異性」に分類さ
れます。日本では、この分類に含まれない人が
13人に１人いると言われ、その人たちを「性的
マイノリティ（性的少数者）」と呼びます。
　この少数者には、心と身体の性の不一致に対
する強い違和感と苦痛に悩まされている状態の
“性同一性障害の人”、“自分の性を決めない人”、
“恋愛感情を抱かない人”などが含まれます。
　また、同性や両性が恋愛対象という人もこの
少数者に含まれますが、これまでそのような恋
愛観を持つ人は、性的疾患などの疑いが持たれ
ていました。しかし、今では医学や心理学のう
えでも、そうではないことが判明しています。
　誰もが自分らしく生きることが可能な社会の
実現には、一人ひとりが多様な性について理解
することが大切です。すべての性が尊重され、
性の多様性を認め合う、「ことごとくよろし」
の心を育む行動が求められています。

　　　　　問人権啓発センター
　　　　　☎㉒８０１７（市役所別館１階）　

　　次回の広報ひた11月15日号は、11月15日㈫に発送します。Information 11．1

　

☎
０
９
７
７‐

７
５‐

９
８
８
４

県
下
一
斉
無
料
相
談
会
（
労
働
・
年
金
）

□
と
き
・
と
こ
ろ　

11
月
19
日
㈯　

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

　

パ
ト
リ
ア
日
田　

ス
タ
ジ
オ
２

問
大
分
県
社
会
保
険
労
務
士
会
日
田
支
部

　

☎
㉓
０
１
１
２

第
21
回
住
宅
セ
ミ
ナ
ー　

平
成
28
年
熊
本

地
震
に
学
ぶ
、
命
を
守
る
家
づ
く
り

□
と
き
・
と
こ
ろ

　

11
月
19
日
㈯　

午
後
１
時
30
分
〜

　

パ
ト
リ
ア
日
田
１
階　

創
作
室

□
参
加
費　

無
料

□
募
集
数　

40
人
（
予
約
制
）

※

詳
細
は
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
大
分
県
建
築
士
会
日
田
支
部
（
鈴
木
建

築
事
務
所
内
）
☎
㉔
６
０
２
２

第
32
回
夜
明
ふ
る
さ
と
祭
り

□
と
き
・
と
こ
ろ

　

11
月
20
日
㈰　

午
前
９
時
30
分
〜

　

夜
明
交
流
セ
ン
タ
ー
（
旧
夜
明
小
学
校
）

□
内
容　

芸
能
発
表
、
作
品
展
、
各
種
バ

ザ
ー
、
抽
選
付
き
餅
ま
き
の
他
、
藤
蔭

高
校
吹
奏
楽
部
な
ど
の
出
演

問
夜
明
ふ
る
さ
と
祭
り
実
行
委
員
会
（
夜

明
振
興
セ
ン
タ
ー
内
）
☎
㉗
２
１
２
１

第
19
回
日
田
往
還
「
石
坂
石
畳
道
」

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

旧
花
月
小
学
校
か
ら
伏
木
公
園
ま
で
の

約
2.2
㎞
を
歩
き
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ　

　

11
月
20
日
㈰
（
少
雨
決
行
）

　

開
会
・
ス
タ
ー
ト　

午
前
10
時
〜

　

旧
花
月
小
学
校
運
動
場

※

当
日
は
、
お
に
ぎ
り
等
の
販
売
や
ラ
ッ
キ
ー

　

く
じ
抽
選
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

問
石
坂
石
畳
道
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
花
月

地
区
実
行
委
員
会
（
三
花
公
民
館
内
）

　

☎
㉔
９
１
４
４

い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所
「
紅
葉
祭
」

　

蔵
人
が
案
内
す
る
蔵
ツ
ア
ー
（
当
日
要

予
約
）
や
音
楽
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　

11
月
20
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

　

い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所

問
い
い
ち
こ
日
田
蒸
留
所
☎
㉕
５
６
０
０

２
０
１
６
年
福
祉
の
し
ご
と
就
職
フ
ェ
ア

　

福
祉
の
仕
事
に
関
心
が
あ
る
人
、
就
職

を
希
望
す
る
人
や
来
春
卒
業
予
定
の
学
生

を
対
象
と
し
た
合
同
面
談
会
で
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ

　

11
月
20
日
㈰　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

　

ウ
ェ
ル
ピ
ア

□
申
込
期
限　

11
月
11
日
㈮

問
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
内
福
祉
人
材

バ
ン
ク
☎
㉔
７
０
２
６

第
21
回
歳
末
た
す
け
あ
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー

　

「
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
」
の
一
環
と

し
て
、
赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
の
Ｐ
Ｒ

及
び
理
解
の
促
進
を
目
的
に
開
催
し
ま

す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ　

11
月
26
日
㈯　

　

パ
ト
リ
ア
日
田
小
ホ
ー
ル
（
日
田
会
場
）

　

大
山
文
化
セ
ン
タ
ー
（
大
山
会
場
）

　

バ
ザ
ー　

正
午
〜
午
後
１
時

　

シ
ョ
ー　

午
後
１
時
〜

※

２
会
場
同
時
開
催
。

□
チ
ケ
ッ
ト
代　

３
０
０
円

※

全
額
が
募
金
と
な
り
ま
す
。

問
日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
㉔
７
０
２
６
（
日
田
会
場
）

　

日
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
大
山
支
所

　

☎
52
３
４
５
４
（
大
山
会
場
）
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健康と福祉の祭典
　10月９日、パトリア日田と中央公園を会場として、
20回目の「市民健康福祉まつり」が開催された。会場
では、福祉や健康関連の表彰が行われたほか、子供か
ら高齢者までの作品展や各種相談コーナーや体験コー
ナーが設けられた。また、今回新たに設置された健活
推進コーナーでは、今年からスタートした「ひた市民
健活ポイントサービス事業」のＰＲを行った。

空き家が創る新たな繋がり
　10月６日、パトリア日田で、「空き家は宝物」と
題して、広島県尾道市で活動している豊田雅子氏に
よる講演会が行われた。講演では、「空き家の再生
は人とのつながりを生み出す。古く不便な空き家も
負の遺産ではなく、コミュニティや雇用を生み出す
など様々なことに活用できる可能性を秘めた宝物で
ある」と話した。

リノベーションまちづくり
　空き家・空き店舗などの遊休不動産を再生し、ま
ちの魅力を向上させる「リノベーションまちづく
り」の動きが全国で始まっている。日田市でも10月
14日、パトリア日田で、嶋田洋平氏による「ぼくら
のリノベーションまちづくり」と題した講演会が開
催された。講演では「空き家は可能性にあふれてい
る。空間資源を有効に活用することが大事」と語った。

入賞をめざして　いざ中央大会へ
　９月26日に別府市で開かれた高円宮杯第68回全日本
中学校英語弁論大会の県大会で、最優秀の県知事賞に
選ばれた三隈中学校３年生の髙橋大智さんが、10月21
日、受賞報告に市役所を訪れた。髙橋さんは、咸宜園
を開いた広瀬淡窓の教えをテーマにしており、11月に
東京で開かれる中央大会に出場する。また、県大会で
は東部中学校の後藤 歩さんが７位の成績を収めた。
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まちの話題

ひたはしり号に乗ろう！
　明治36年、京都市でバスの運行が始まった日にち
なんで９月20日は「バスの日」と定められ、全国で
イベントが開かれ、日田市でも９月22日、日田バス
センターで、「バスの日」イベントが開催された。
　この日は、ひたはしり号が一日無料で乗車できた
ほか、バスの貯金箱作りやバルーンアートが行わ
れ、多くの親子連れで賑わった。

ひと山まるごとガーデニング
　９月24日、大山町の田来原美しい森づくり公園
で、筑後川上流域と下流域の住民ボランティアによ
る育林活動「ひと山まるごとガーデニング」が開催
された。この日、福岡都市圏と大山町から130人が
参加し、公園周辺約0.5ヘクタールの草刈り作業が行
われた。終了後は地元の西和地区婦人会の皆さんに
よる郷土料理が振る舞われ参加者は交流を深めた。

平和な世界を
　先の戦争で亡くなった市出身の戦没者約3,000人を
追悼する戦没者追悼式が、９月30日、パトリア日田
で行われ、遺族ら約230人が参列した。
　日田市遺族会連合会会長の原田登さんは「痛ましい
戦争を決して繰り返さず、戦争の真実を後世に語り継
いでいくことが私たちの責務だと考える」と追悼の辞
を述べたほか、参列者による献花が行われた。

おはなし隊がやってきた！
　講談社の「全国訪問おはなし隊」が９月22日、淡窓
図書館にやってきた。「おはなし隊」のキャラバンカ
ーには数多くの絵本があり、訪れた子供たちは、自分
の読みたい本を目をキラキラさせながら探していた。
青空の下、選んだ本をお父さんやお母さんに読んでも
らったり、自分で読んだりした。その後、館内でキャ
ラバン隊員による読み聞かせ会が行われた。
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新刊情報

図書館に行こう　淡窓図書館☎㉒２４９７　開館時間：午前10時～午後７時（日曜日は午後６時まで）

おいでよ！おはなし会
□とき
　11月12日㈯
　午後３時～４時
　11月26日㈯
　午前11時～正午
□ところ
　児童コーナー

土日 月 火 水 木 金

11月の休館日（○…休館日）

大好き！図書館

　貸出カウンター横に、参考資料を集めた「調べものコ
ーナー」があります。
　ここには広い分野にわたっていろいろな資料を揃えて
います。今回はこのコーナーに集めている辞書や事典に
ついて紹介します。
　
　皆さんは、辞典、辞書、事典の違いをご存知ですか。
　辞典とは、「ことばを集めて、その意味や読み方、用
例、語源などを説明する書物」で、辞書ともいいます。
つまり、辞典と辞書とは同じものです。身近なものには
国語辞典などがあります。

　次に事典とは、「あら
ゆる種類のさまざまな物
事を表すことばを集め、
それぞれに解説を加え、
また知識や情報を提供す
る書物」です。身近なも
のには、百科事典があり
ます。※参考出典：総合百

日田市出身児童文学作家待望の２作目！
三年三組　黒板の花太郎さん
草野あきこ／作
北村裕花／絵
岩崎書店
　新学期、友だちの加奈がいっ
た。「三年三組には、黒板の花太
郎さんっていう妖怪が出るんだっ
て」そんなの、うわさに決まって
るだろ！だから、とにかく、おれ
たちは、たしかめることにしたん
だ。

万華鏡大全　
山見浩司／著
誠文堂新光社
　1816年にスコットランドで生ま
れ、日本へは江戸時代に伝わった万
華鏡。200年の間に万華鏡は大きく
変化を遂げ、映像も、ボディも、こ
れまでの概念を打ち破る、様々なも
のが生み出されています。万華鏡に
ついて知りたい人、作ってみたい人
など万華鏡に関心のある人にお届け
する決定版です。

黒面の狐
三津田信三／著
文藝春秋
　戦後まもない北九州の炭鉱で起き
た、不可解な連続怪死事件。現場に現
れた黒面の狐は、人なのか、人にあら
ざるものなのか？炭鉱で働く屈強な男
たちの心を、次第に疑いと恐怖がむし
ばんでいく。真相を知るのはただ、ヤ
マの神と、黒面の狐のみ…？ホラーミ
ステリーの名手、三津田信三による、
重厚かつ壮大な書下ろし長編。

科事典ポプラディア。
　このコーナーを眺め
ていると「こんな内容
の辞書や事典もあった
のか」と驚くこともあ
りますので、いくつか
紹介します。
　「日本方言辞典」は
国内のいろんな地域の方言を調べたものです。例えば、
お寺の鐘などを指す「鐘（かね）」を引くと、三重県の
ある地域では「ごーん」と言うそうです。また、ちょっ
とした金持ちのことを愛媛県のある地域では「このーよ
し」と言うそうです。ことばで聞いただけでは何のこと
か分かりませんね。
　また「オリンピック事典」では、オリンピックや各競
技の歴史、活躍した選手、オリンピックに貢献した人物
等について解説しています。
　他にもたくさんの辞書・事典等がありますので、何か
調べものがあるときは、是非、ご利用ください。

26

12

５

19

４

11
18
25

13

27

６

20
28

７

14
21

８
１

22
29

15

９

16
23
30

２
10

17
24

３

17 広報ひた　2016. 11. 1

　７月１日に地域おこし協力隊員として委嘱され、埼玉県さいたま市か
ら天瀬町に移住しました。近くに温泉がある暮らしを満喫しています。

　地域おこし協力隊員に着任してからは、
地区の夏祭りへの参加、廃校の利活用や古
道整備の取組等、様々な場面で地域の方と
関わらせていただいており、とても有意義
な時間を過ごしています。
　まだまだ知らないことばかりなので、道
端で見掛けたらいつでも声を掛けてくださ
い。天瀬地区を盛り上げられるよう、これ
からも活動していきますのでよろしくお願
いします。

地域おこし協力隊活動④

地域を盛り上げます！ 今回は天瀬地区で活躍している近藤さんのご紹介です！

　

日
田
の
中
心
部
か
ら
南
に
約
18
㎞

離
れ
た
中
山
間
地
に
位
置
す
る
前
津

江
の
柚
子
畑
。
そ
こ
で
、
柚
子
栽
培

に
力
を
注
ぐ
の
は
農
業
を
始
め
て
８

年
目
と
い
う
石
井
大
輔
さ
ん
。

　

お
っ
と
り
と
し
た
性
格
で
や
さ
し

い
雰
囲
気
の
石
井
さ
ん
は
「
動
物
を

可
愛
が
る
よ
う
に
、
柚
子
の
管
理
も

欠
か
せ
な
い
。
毎
日
語
り
か
け
る
よ

う
に
手
入
れ
を
し
て
い
る
」
と
柚
子

へ
の
思
い
を
語
り
ま
す
。

　

柚
子
畑
に
行
く
と
、
草
刈
り
を
手

伝
っ
て
く
れ
る
羊
の
「
は
な
ち
ゃ

ん
」
、
猪
や
蛇
を
追
い
払
っ
て
く
れ

る
愛
犬
の
「
ロ
ン
」
が
元
気
に
出
迎

え
て
く
れ
ま
す
。
ま
た
、
お
父
さ
ん

に
も
手
伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
親
子

二
人
三
脚
で
農
業
に
励
ん
で
い
ま

す
。
「
愛
情
を
込
め
て
手
間
暇
か
け

て
き
た
柚
子
が
大
き
く
育
つ
と
喜
び

を
感
じ
る
。
み
ん
な
で
こ
の
柚
子
畑

を
守
っ
て
い
ま
す
」
と
明
る
く
語
り

ま
す
。

　

石
井
さ
ん
は
、
農
業
大
学
校
を
卒

業
後
、
約
35
年
前
か
ら
祖
母
が
育
て

て
い
た
柚
子
畑
を
受
け
継
ぎ
ま
し

日田の輝き人を紹介します

ＨＩＴＡＪＩＮ
柚
子
へ
の
思
い
を
語
り
ま
す
！

近藤真平さん

た
。
80
本
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
柚
子

畑
は
、
今
で
は
約
１
・
５
ヘ
ク
タ
ー

ル
、
１
２
０
０
本
も
の
柚
子
を
栽
培

す
る
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　

柚
子
は
、
寒
冷
地
に
適
し
た
作
物

で
す
が
、
植
え
て
か
ら
４
年
目
ぐ
ら

い
ま
で
は
寒
さ
に
弱
く
枯
れ
て
し
ま

う
た
め
、
冬
場
は
防
寒
対
策
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
就
農
当
初
は
、
防
寒
の

仕
方
が
分
か
ら
ず
見
よ
う
見
ま
ね
で

ワ
ラ
を
か
ぶ
せ
て
い
ま
し
た
が
凍
っ

て
し
ま
い
枯
れ
た
り
、
折
れ
た
り
し

て
い
ま
し
た
。
最
初
の
２
年
は
植
え

て
は
枯
れ
て
の
繰
り
返
し
で
、
約
１

０
０
本
も
の
木
を
植
え
替
え
た
そ
う

で
す
が
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
、
周
り

の
人
に
聞
き
な
が
ら
乗
り
越
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
「
始
め
は
し
っ

か
り
育
っ
て
く
れ
る
か
心
配
で
し
た

が
、
今
で
は
立
派
に
育
っ
て
く
れ
て

い
る
の
で
嬉
し
い
」
と
笑
顔
で
語
り

ま
す
。

　

ま
た
、
柚
子
の
木
に
は
鋭
い
ト
ゲ

が
あ
り
ま
す
。
「
人
が
作
業
す
る
と

こ
ろ
や
、
人
が
通
る
と
こ
ろ
は
ト
ゲ

を
取
り
、
作
業
時
に
怪
我
を
し
な
い

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
自
分

の
ト
ゲ
で
果
実
を
傷
つ
け
て
し
ま
う

事
が
あ
る
た
め
気
を
つ
け
て
い
る
」

と
、
常
に
作
業
の
し
や
す
い
園
地
を

心
掛
け
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
「
冬

か
ら
春
先
に
か
け
て
し
っ
か
り
管
理

し
て
お
か
な
い
と
木
が
覆
い
茂
っ
て

い
る
と
こ
ろ
に
果
実
が
つ
く
と
傷
に

な
る
。
枯
れ
枝
が
あ
る
と
そ
の
枝
か

ら
果
実
に
病
気
が
移
る
こ
と
も
あ
る

た
め
せ
ん
定
は
欠
か
せ
な
い
」
と
語

り
ま
す
。

　

津
江
地
域
で
柚
子
の
栽
培
が
始
ま

っ
た
の
は
昭
和
40
年
代
。
当
初
は
、

青
果
で
の
出
荷
や
自
家
用
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
た
柚
子
で
す
が
、
現
在

は
、
「
ゆ
ず
ご
し
ょ
う
」
「
ゆ
ず
は

ち
み
つ
」
な
ど
の
加
工
品
も
注
目
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

「
今
あ
る
若
い
木
を
大
き
く
成
長

さ
せ
、
品
質
の
良
い
柚
子
を
た
く
さ

ん
作
り
た
い
」
と
今
後
の
意
気
込
み

を
み
せ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
親
子
二

人
三
脚
で
農
業
に
励
む
石
井
さ
ん
の

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

▼

活動の様子

石井大輔さん
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中央児童館　☎㉗６４０６

日田市の人口
（平成28年９月30日現在） 

■人口　
　67,792人
　（前月比－89人）
・男　32,036人
・女　35,756人
■世帯数
　27,259世帯

　たまねぎの苗植え
　９日㈬　午前11時～
　ゆりかごコンサート
　15日㈫　午前11時～　
　★療育事業（音遊び）と
　お弁当の日
　18日㈮　午前11時～
　★子育て講演会　※託児有り。　
　22日㈫
　午前10時～11時30分
　

午前９時～午後５時30分
月曜日休館（祝日開館）

子育てを応援します！
児童館・支援施設　11月の主な催し　

天瀬児童館　☎57８９２２

　お話し会
　（お話しゲームをします）
　10日㈭　午前10時30分～　
●しおり作り
　（オリジナルしおりを作りませんか？）
　　　12日㈯　
　午前10時30分～11時30分
●クリスマスツリーを飾ろう
　　　26日㈯　
　午前10時30分～11時30分 午前９時～午後５時30分

月・日曜日休館（祝日開館）

午前９時～午後４時30分
日曜日、祝日休館

午前９時～午後５時30分
月・日曜日休館（祝日開館）

大山児童館　☎52２９０１

　毛糸工作
　12日㈯
　午前10時30分～
　粘土遊び
　16日㈬　
　午前10時30分～
　すくすく相談　※母子健康手帳を持参してください。
　17日㈭　午前10時～

まえつえ子育て支援施設　☎53２４０９

●ランチｄａｙ
　17日㈭　午前10時～
●せいまお兄さんと遊ぼう！
　18日㈮　午前10時～11時
●おしゃべりタイム
　28日㈪　午前10時～

丸の内子育て支援センター　☎㉓１８９０

●リトミック　
　17日㈭　午前11時～
★子育て講演会　
　～ロケットクレヨン～
　19日㈯　午前９時30分～
★世代間交流
　こまあそび・いもきんとん
　29日㈫　午前10時～
※材料費100円。12世帯限定。

午前９時30分～正午、
午後１時～３時30分（火・金
曜日は午後１時30分～４時まで）
土・日曜日、祝日休館

チャイルドプラザ　☎㉕５３００

お外で遊ぼう（公園に行きます）
７日㈪・14日㈪
午前11時～正午
★作って遊ぼう（竹灯篭作り）
９日㈬　午前11時～正午
★親子リトミック
16日㈬　午前11時～正午
★子育て講演会
22日㈫　
午前10時～１1時30分
場所：中央児童館

午前９時～午後５時
金・土曜日休館
（祝日開館）

ひのくま子育て支援センター　☎㉒７５６５

★親子クッキング
　更正保護女性の会とへこやき作り
　18日㈮　
　午前10時～午後０時30分
●ツインズくらぶ
　25日㈮　午後１時30分～３時
●リトミック
　28日㈪　午前１1時30分～正午 午前９時30分～正午、

午後１時30分～３時30分
土・日曜日休館

※★印は事前に予約が必要です。児童館の利用には、年１回
登録申請書（押印必要）を提出してください。松原児童館
（☎52２９２２）は、毎週土曜日のみ開館しています。
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　１月に誕生日を迎える３歳までのお子さんが対象です。12月１日までにお申し込みください。
（抽選の結果は、当選者のみに連絡します）
□はがき
　住所・お子さんの氏名と生年月日・保護者名・昼間の連絡先を記入の上、郵送
□ホームページ
　市ホームページ（電子申請システムのページ）から申込み
□携帯電話　右記の二次元コードから申込み
※申込みの際は、写真を送付する必要はありません。
問〒877-8601（住所記載不要）政策企画課シティセールス係☎㉒８６２７（市役所６階）

元気な日田っ子集まれ！

けいた
伊藤啓汰ちゃん
（１歳・南友田町）

てつじ

みずき

三好哲治ちゃん
（１歳・清水町）

ぜん
梶原 善ちゃん
（１歳・大山町東大山）

あきのぶ
髙倉明信ちゃん
（１歳・丸山１丁目）

みなと
岩下湊尚ちゃん・陽奏ちゃん
（１歳・亀川町）

ひ な

か な こ
伊藤華奈子ちゃん
（１歳・中央２丁目）

こうた
福山晃太ちゃん
（１歳・日ノ隈町）

あ ゆ
戸澤愛由ちゃん
（１歳・高瀬本町）

えみ
藤田瑞貴ちゃん
（１歳・竹田新町）

熊谷 咲ちゃん
（１歳・新治町）

なつき
大石渚月ちゃん
（１歳・刃連町）

ゆ あ
武内結愛ちゃん
（１歳・清水町）

髙倉晴希ちゃん
（２歳・鈴連町）

そうすけ
矢羽田宗祐ちゃん
（２歳・大山町西大山）

はるきりょう
土田 怜ちゃん
（１歳・田島１丁目）

むねちか
長 宗親ちゃん・桧禾子ちゃん
（３歳・若宮町）

ひ か こ ゆ な
松田悠那ちゃん
（３歳・三本松新町）

ゆうしん
髙野悠心ちゃん
（２歳・大山町西大山）

月生まれ11
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・

下記でも相談を受け付けています

※通話料がかかります。

オレンジリボンには
子どもの虐待を防止するという
メッセージが込められています。

問こども未来室家庭支援係☎㉒８２９２（市役所１階）

連絡は匿名で行うことも可能です。
連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。

さ
し
の
べ
て

あ
な
た
の
そ
の
手

い
ち
は
や
く

市
長
コ
ラ
ム

坂
の
上
の
雲
を
探
し
て

 

先
月
開
催
さ
れ
た
、
「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
ま
ち
づ
く
り

講
演
会
」
で
は
、
全
国
で
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
ま
ち
の

再
開
発
に
取
り
組
み
、
北
九
州
市
で
設
計
事
務
所
を
営
ん
で

い
る
嶋
田
洋
平
氏
を
お
招
き
し
ま
し
た
。
祖
母
は
日
田
市
の

出
身
だ
そ
う
で
す
。

　

「
地
域
の
雇
用
創
出
と
仕
組
み
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ

に
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、
北
九
州
市
で
は
シ
ャ
ッ
タ
ー

街
だ
っ
た
商
店
街
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
に
若
い
人
た
ち
が
拠
点

を
つ
く
り
、
都
市
型
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
新
た
な
雇
用
や
商
店
の
開
業
が
進
ん
で
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
空
店
舗
に
悩
む
不
動
産
オ
ー
ナ
ー
に
事
業

提
案
す
る
「
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
」
で
は
、
不
動
産

の
再
生
を
通
じ
て
街
で
の
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
を
生
み
出
し
、

エ
リ
ア
を
再
生
す
る
こ
と
で
３
０
０
人
ほ
ど
の
雇
用
も
生
ま

れ
て
い
る
と
言
い
ま
す
。

　

こ
の
講
演
会
を
聴
講
さ
れ
た
多
く
の
方
は
、
身
近
な
課
題

の
解
決
や
具
体
的
な
事
例
と
成
果
に
、
希
望
や
可
能
性
を
感

じ
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
嶋
田
氏
が
、
講
演
会
の
中
で
強

く
問
う
て
い
た
の
が
、
補
助
金
な
ど
に
頼
ら
ず
、
自
分
た
ち

の
力
と
知
恵
で
「
自
分
た
ち
の
街
は
自
分
た
ち
で
つ
く
る
」

「
欲
し
い
暮
ら
し
は
自
分
で
つ
く
る
」
と
い
う
「
覚
悟
」
が

あ
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

　

日
田
市
に
お
い
て
も
、
市
街
地
の
空
洞
化
・
衰
退
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
こ
と
や
モ
ノ
を
負
の
遺
産
で

は
な
く
「
資
源
」
だ
と
考
え
れ
ば
、
「
自
分
た
ち
の
街
は
自

分
た
ち
で
つ
く
る
」
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て
は
魅
力
的
な
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
社
会
な
ど
、
こ
れ
か
ら
は
今
ま

で
に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
時
代
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

ど
ん
な
時
代
が
来
る
の
か
を
待
つ
の
で
は
な
く
、
自
分
た

ち
で
創
り
上
げ
る
こ
と
に
挑
戦
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
だ
と
捉

え
、
街
を
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

あ
な
た
に
と
っ
て
、
坂
の
上
の
雲
は
ど
ん
な
雲
で
す
か
？

※
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
は
…
古
い
建
物
の
機
能
を
今
の
時
代
に
適

し
た
在
り
方
に
変
え
て
、
新
し
い
機
能
を
付
与
す
る
こ
と
。 41

■こども未来室家庭支援係☎㉒８２９２（市役所１階）
■大分県西部保健所☎㉓３１３３
■大分県日田警察署☎㉓２１３１
■大分地方法務局日田支局☎㉒２７１９
■大分県中津児童相談所☎０９７９-２２-２０２５
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